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目的 乳房外Paget病および皮膚の腺癌に対する化学療法の文献的レヴュ

ー 
データソース 医中誌 
研究の選択 特定なし 
データ抽出 Key words 乳房外 Paget 病, 化学療法 

主な結果 

乳房外Paget病の原発巣および転移巣に対する化学療法で長期の寛

解が得られることは極めて稀であるが、VP-16、Docetaxel、
CDDP+5-FU などの持続少量投与は有害反応が少なく、QOL の改

善が認められることがあった。また、ホルモン療法、Herceptin、
Bisphosphonate などが新しい治療法として注目される。 

結論 

各種治療法の有用性を検証するためには、進行期症例におけるさら

なる検討が必要である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の 6 項

目 

備考 
乳房外 Paget 病、CQ10 文献 2、CQ11 文献 1 

レビューワー氏名 高田 実 

レビューワーコメント 
レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（Ｉ ） 
乳房外Paget病に対する化学療法について内外のごく最近までの文

献を網羅した総説。しかし、参照された個々の文献はいずれも少数

例の症例解析であり、各項目におけるエビデンスレベルはいずれも

低いが、本症の報告が少ないことを勘案すると、現時点ではシステ

マティック・レビューに準ずるものと評価した。 
 
 
  
 


